

１　下の各問いに答えなさい。

(1)　次の資料は、ある学校の図書委員9人の1年間に読んだ本の冊数を調べたものです。

平均値と中央値を求めなさい。

14, 15, 18, 21, 18, 12, 16, 22, 17

(2)　次の資料は、ある学校の図書委員10人の1年間に読んだ本の冊数を調べたものです。この資料の特徴を表す数値として、平均値と中央値では、どちらがよいと考えられますか。また、それを選んだ理由を、数やことばを使って説明しなさい。
14, 15, 18, 21, 18, 12, 16, 22, 17, 87

【領域】資料の活用　　　　【単元】資料の散らばりと代表値

【趣旨】資料の特徴を読み取るために、用いる代表値を判断することができる。
【観点】数学的な見方や考え方、数量や図形などについての知識・理解　
【解答】(1)　平均値　17　　中央値　17

　(2)　中央値が適していると考えられる。
　（理由の例）平均値は24で、中央値は17.5である。

　　　　　　　87があるために，平均値は大きくなり、資料を代表する数としては不適で

ある。それに比べて，中央値は、少数の極端な数値の影響を受けにくいの

で、この場合の代表値としては、平均値よりも適している。
２　次の表は、A中学校の生徒100人と、B中学校の生徒200人の通学時間を調べて、度数分布表にしたものです。下の各問いに答えなさい。

A中学校　　　　　　　　　　　　　B中学校
	通学時間（分）
	度数（人）

	10以上20未満
	91

	20～30
	①

	30～40
	34

	計
	200


	通学時間（分）
	度数（人）

	10以上20未満
	22

	20～30
	48

	30～40
	30

	計
	100


(1) 表中の①を求めなさい。

(2) それぞれの中学校の通学時間の最頻値を求めなさい。


【領域】資料の活用　　　　【単元】資料の散らばりと代表値

【趣旨】最頻値を理解している。
【観点】数量や図形などについての知識・理解
【解答】(1)　75　　　
(2)　A中学校25分、B中学校15分
※　資料を度数分布表に整理したとき、度数が最も大きい階級の階級値を最頻値という。
　　　　
３　いちょう並木中学校と松並木中学校にはマラソン同好会があり、いちょう並木中学校
は25人、松並木中学校は40人所属しています。

　　１周300ｍのトラックを周回して1500ｍのタイムを測定しました。次の度数分布表は、

最後の5周目のタイムを記録したものです。ただし、タイムは秒単位で記録したもので

あり、小数点以下の数値は切り捨てしてあります。下の各問いに答えなさい。
	いちょう並木

中学校
	
	
	
	
	松並木

中学校
	
	
	

	以上
	～
	未満
	階級値
	度数
	
	以上
	～
	未満
	階級値
	度数

	（秒）
	
	（秒）
	（秒）
	（人）
	
	（秒）
	
	（秒）
	（秒）
	（人）

	55
	～
	60
	57.5
	5
	
	55
	～
	60
	57.5
	6

	60
	～
	65
	62.5
	6
	
	60
	～
	65
	62.5
	6

	65
	～
	70
	67.5
	3
	
	65
	～
	70
	67.5
	10

	70
	～
	75
	72.5
	5
	
	70
	～
	75
	72.5
	5

	75
	～
	80
	77.5
	3
	
	75
	～
	80
	77.5
	6

	80
	～
	85
	82.5
	2
	
	80
	～
	85
	82.5
	4

	85
	～
	90
	87.5
	1
	
	85
	～
	90
	87.5
	3

	　
	合計
	　
	　
	25
	
	　
	合計
	　
	　
	40


(1)　階級値を使って両中学校の周回タイムの平均値を求めなさい。
(2)　65秒未満のタイムで周回する選手の割合をそれぞれ求めなさい。

(3)　中央値のタイムを持つ選手は、最も度数が大きい階級に所属していますか。

(4)　同タイムの記録を持つ選手が一番多くいるのは、必ず最も度数が大きい階級である
とは言えません。その理由を、いちょう並木中学校のデータを例にあげて説明しなさい。
(5)　10人以上12人以下のチームでエントリーして出走し、7番目にゴールした選手の
タイムを公式記録とする中距離走の記録会があります。どちらのチームのほうが好成
績を収めることができるでしょうか。理由をつけて説明しなさい。
(6)　70秒のタイムを持つ選手はチームのなかで速いほうと考えられますか。両中学校別

に考えなさい。また、そのとき、判断をする時に使う代表値も答えなさい。

【領域】資料の活用　　【単元】資料の散らばりと代表値
【趣旨】度数分布表をみて代表値が所属する階級を判断することができる。

　　　　代表値を用いて資料の傾向をみることができる。

【観点】数学的な見方や考え方、数学的な技能
【解答例】

(1)　いちょう並木中学校は68.5秒、松並木中学校は70.375秒
　　◆いちょう並木中学校

57.5×5＋62.5×6＋67.5×3＋72.5×5＋77.5×3＋82.5×2＋87.5×1＝1712.5

よって平均値は1712.5÷25＝68.5秒

◆松並木中学校は

57.5×6＋62.5×6＋67.5×10＋72.5×5＋77.5×6＋82.5×4＋87.5×3＝2815

よって平均値は2815÷40＝70.375秒

(2)　いちょう並木中学校は44％、松並木中学校は30％

　　◆いちょう並木中学校は、11人だから、　11÷25＝0.44　　44％

◆松並木中学校は、12人だから、　12÷40＝0.3　　30%

(3)　どちらも中央値のタイムを持つ選手は、最も多い階級に属している。

◆いちょうは上から13番目の選手をみる。65秒以上70秒未満で、最も多い階級に属す。

◆松は上から20番、21番目の選手をみる。65秒以上70秒未満で、最も多い階級に属す。

(4)（説明例）
　　　　例えば、65秒以上70秒未満の3人が同タイムだった場合を考える。

最も度数が大きい階級は、65秒以上70秒未満の6人だが、考えられる同タイムの最小

人数は2である。すると、最も度数が大きい階級に、必ず同タイムの選手が一番多くいる

とは限らないので、問題のように必ずそうなるとは言えない。

(5)　差はない
（理由）上位７番目の選手が所属する階級をみると、いちょう並木も松並木も60秒以上65

秒未満の階級だから。

(6)　チーム内の中央値で判断すると、どちらも遅いほうと考えられる。
③より中央値のタイムを持つ選手の階級は65秒以上70秒未満である。

どちらの場合も、70秒は中央値より遅い。

【中学校数学・単元別問題】
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